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  こども計画とは 

  小松島市こども計画の趣旨  

  計画の期間  

  計画の対象  

計画の位置づけ

計画の概要

国は令和5（2023）年4月、こども基本法を施行し、こども政策を総合的に推進する「こども大綱」
を閣議決定しました。
「こども大綱」では、「こどもまんなか社会」を実現することが掲げられ、この大綱と「都道府県こど

も計画」を勘案し、市町村において「市町村こども計画」を作成することとされました。
「こども計画」は、すべてのこども・若者が、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人と

してひとしく健やかに成長することができ、心身の状況や置かれている環境等に関係なく、ひとしく権
利擁護が図られ、身体的、精神的、社会的に将来にわたって幸せな状態で生活が送れる社会を実現して
いくための計画です。

本市では「子ども・子育て支援法」等の規定により令和7（2025）年3月、「第3期小松島市子ども・
子育て支援事業計画」を策定しました。
「みんなの支え合い・助け合いで 子どもが輝く 大人が輝く 未来が輝く こまつしま」を基本理念に、

近年の著しく進む人口減少や地域社会の構造変化などとともに、こどもや若者を取り巻く環境も大き
く変化しつつあり、こうした課題等に柔軟に対応できる施策を実施しています。

また、こどもたちが心豊かに成長するため、家庭をはじめ地域住民、学校、企業、関係団体及び行政
が連携し、地域全体で支えていくことが一層重要になっています。

こうした背景から、本市では、国や社会情勢の動向等に対応しながら、こども・若者の健やかな成長
と子育てを総合的に支えるため「小松島市こども計画」を策定したものであります。

本計画の期間は、令和８年度から令和12
年度までの５年間とします。

ただし、第３期小松島市子ども・子育て
支援事業計画が令和11年度に終了するため、
第４期小松島市子ども・子育て支援事業計
画を第2期のこども計画と一体的に策定する
場合には、本計画を令和11年度末を目途に
終了し、４年間とすることも検討します。

本計画の対象は、18歳未満のすべてのこ
どもとその家族、および18 ～ 29歳までの
若者としました。 小松島市こども計画

●こども基本法
●子ども・子育て支援法
●こどもの貧困の解消に向けた

対策の推進に関する法律
●子ども・若者育成支援推進法
●次世代育成支援対策推進法

●子ども・子育て支援事業計画
●子どもの貧困対策計画
●子ども・若者計画
●次世代育成支援対策行動計画

小松島市第6次総合計画 徳島県こども計画

第2期小松島市地域福祉計画・
小松島市成年後見制度利用促進基本計画
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こども・若者の意見からみる現状と課題

  2．生活習慣や学習面でのつまずきが、成長段階に応じて表面化  

  3．「居場所」は家庭に集中、孤立リスクへの配慮が必要  

  4．保護者の経済的負担が、体験等に与える影響  

  5．ヤングケアラーなど、見えにくい困難を抱えるこども・若者の存在  

  6．若者が地域で将来を描くための環境整備の必要性  

小松島市のこどもたちは、今の生活や家庭に安心感を持っている割合が高いことが分かりました。
学年が上がるにつれて、「自分に自信が持てない」「将来が不安」と感じるこどもも増えています。
こどもが自分の気持ちや考えを大切にされていると感じられる関わりが重要です。

健康状態はおおむね良好ですが、成長するにつれて生活習慣の乱れが目立ちます。
学年が上がるにつれ学習内容が難しくなる中、授業に不安を感じるこどもも増えています。
早い段階のつまずきへの気づきと、成長に応じた支援が求められます。

安心できる居場所として「自分の家」を挙げるこどもが多くいます。
一人で過ごす時間が増えるなど、悩みを誰にも相談できないこどももいます。
自分の家以外にも安心して過ごせる居場所が大切です。

保護者の多くが、教育費や生活費への不安を感じています。
経済的な理由から、体験や学びの機会が限られている家庭もあります。
すべてのこどもが等しく体験や学びの機会を得られる支援が求められます。

家族の世話や家事などを少なからず担うこどもや若者が一定数います。
本人や周囲が困りごととして気づきにくく、支援につながりにくい場合もあります。
早期発見と、相談しやすい体制づくりが必要です。

若者は将来に前向きな思いを持ちながらも、経済的な不安を感じています。
小松島市に住み続けたいと考える若者が一定数おり、地域への愛着がうかがえます。
安心して暮らし続けられるよう、生活や仕事の支援が重要です。

  1．こどもの生活満足度は高い一方、自己肯定感や将来展望に課題  

こども・若者へのアンケート調査結果や自由記述によって判明した意見等について現状と課題を
まとめ、計画に反映しています。
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基本目標１
こどもの権利を尊重し、心豊かな育みを行います

①こども計画の普及啓発を行います。
②こどもの権利および尊厳の確保に向け、児童生徒ならびに市民の人権尊重意識の高揚を図ります。
③中高生に豊かな社会性を身につける機会を支援します。
④学生や若い世代の意見を傾聴します。
⑤「小松島市要保護児童対策地域協議会」を中核とし児童虐待等の未然防止・早期発見を促進します。

ボランティア友の会まつぼっくりとの協働、ふれあい行政出前講座など

基本目標２
こどもの健やかで心豊かな成長を支えます

①放課後等において、こどもが安心して過ごせる居場所を提供します。
②就学前児童とその保護者が相互交流や子育ての不安等についての相談などに対応支援します。
③こどもたちの安全・安心の環境整備を強化するため、通学路の安全確保、交通安全指導および立哨

指導、防犯パトロールなどの活動を行います。
④いじめや不登校児童の把握、支援に努めます。問題を抱えるこどもの自立支援に向けこども一人ひ

とりに応じた指導、対応を行います。
⑤障がいのあるこどもが自立や社会参加に向けて、日常生活や社会生活を円滑に営めるよう支援を行

います。
⑥市立小中学校に在籍する医療的ケアを必要とする児童生徒が、安全で安心して学校生活が送られる

よう支援します。

放課後児童クラブ、児童館、放課後子ども教室、地域活動事業、地域子育て支援拠点事業、みん
なのひろば事業、一般・専門補導員街頭補導事業、交通安全指導、防犯パトロール活動、スクー
ルカウンセラー活用事業、発達相談、発達フォロー教室、特別支援教育、心身障がい児在宅介護
等支援事業、障がい児保育、放課後等デイサービス、地域生活支援事業など

基本目標３
困難な環境にあるこどもを支えます

①生活困窮世帯等に妊娠、出産、育児への不安や悩みに対する支援を行います。
②若者の自立に向けた就労支援を行います。
③ヤングケアラーの早期発見、早期対応および支援対象家庭の養育環境の改善を図ります。

低所得の妊婦に対する妊娠判定費助成事業、就学援助制度、合同就職説明会・面接会、子育て世
帯訪問支援事業など

こどもから 笑顔をつくり　未来をつくる　こまつしま

－ 共生と共育のまちの実現 －

主な事業

主な事業

主な事業

基本理念
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すべてのこども・若者が、安心して自分らしく生きることができ、心身ともに健やかで幸せを実感できるよう、
こどもから笑顔が広がる地域づくりをめざします。

そのために、こども一人ひとりの気持ちや考えを大切にし、社会全体でこどもが自立した個人としてひとしく
健やかに成長でき、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的、
精神的、社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活が送れるよう支えていきます。

また、こどもを支える大人自身のウェルビーイングも大切にし、こどもと大人が互いに支え合いながら、とも
に育ち合うまちづくりを進めていきます。

基本目標４
社会的養育を推進し、一人ひとりの育ちを支えます

①健診事業を通じ、乳児やこどもの発育状況、育児環境を確認しながら、親子の健康増進および虐
待予防を図ります。

②家庭支援事業により、家事や育児に不安を抱える家庭の養育環境改善および適切な養育確保を促
進します。

③保護者の育児疲れや疾病などの理由により、家庭での養育が困難となった児童の預かりを実施し
ます。

④保護者によるこどもの監護が適切でないこどもの保護および自立支援を行います。

乳児健診事業、１歳６か月児健診・３歳５か月児健診、子育て世帯訪問支援事業、養育支援訪
問事業、一時預かり事業、子育て短期支援事業、家庭相談事業、里親制度など

基本目標５
結婚・妊娠・出産に希望がもてる環境づくりを進めます

①結婚の希望が叶えられるよう出会いの機会を創出します。
②プレコンセプションケア（妊娠前支援）の推進および不妊症・不育症に関する支援を行います。
③妊産婦および乳幼児の包括支援を行います。
④教育および保育サービスの安定的提供を行います。

おひさまこうのとりNEXTサポート事業、不育症治療費等助成事業、妊婦健診事業、産婦健診事業、
産後ケア事業、乳幼児相談・子育てポンポコくらぶ、母子保健推進員活動事業、乳児家庭全戸
訪問事業、フッ素塗布事業、妊婦のための支援給付・妊婦等包括相談支援事業、乳児等通園支
援事業（こども誰でも通園制度）など

基本目標６
子育て支援を充実し、子育てしやすい環境をつくります

①子育て家庭の生活安定を図ります。
②子育てと就労の両立および男性の育児・家事参画を促進します。
③ひとり親家庭の家計や生活の安定を支えます。
④ひとり親家庭の就労およびキャリアづくりを支援します。

児童手当支給、国民健康保険出産育児一時金給付制度、子どもはぐくみ医療費助成事業、幼児
教育・保育の無償化事業、リスキリング支援、こまつしま働き方支援センター、延長保育事業、
病児・病後児保育事業、ファミリーサポートセンター事業、母子家庭等自立支援教育訓練給付
金事業、母子家庭等高等技能訓練促進費等事業、母子・父子自立支援プログラム策定事業、各
種手当など

主な事業

主な事業

主な事業
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成果指標

成果指標 対象
現状値

（令和 6 年度）

目標値

（令和 12 年度）

こどもの権利の認知度

こども － 60％以上

保護者 － 70％以上

若者 64％ 70％以上

自分の意見をいえる機会が増えた

と思う人の割合
こども － 60％以上

生活満足度 こども 88% 90％以上

子育て施策の充実度・満足度
保護者 － 70％以上

若者 － 70％以上

今後も小松島市に住み続けたいと

思う人の割合

こども － 60％以上

若者 35％ 60％以上

推進体制

小松島市は「こどもまんなか社会」を実現するため、子育て世帯を支援する「小松島市子育て世代応
援プロジェクト」として、経済的負担の軽減、こどもの教育環境の充実など、子育て世代の各ライフス
テージに合わせた切れ目ない支援を実施し、庁内の各部局と横断的な協力体制を構築するとともに、学
識経験者及び各関係機関が参画する「小松島市子ども・子育て会議」等の意見を賜り、本計画に沿った
さまざまな施策を推進します。また、市内の各関係機関等と連携を図り、事業の方向性や進捗を共有し
ます。さらに、こどもに対するアンケートの実施などを通じて、こどもの意見を施策の推進に反映して
いきます。
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相談窓口

相談内容

虐待・いじめ・貧困・心の悩み・ヤングケアラー・人権問題など

0885-38-7100

0885-32-5560

0885-32-2114

窓口名

小松島市こども家庭センター

小松島市青少年健全育成センター

小松島市子育て応援課 こども家庭支援室

児童相談所 相談専用ダイヤル

こどもの人権１１０番

電話番号

24時間子供SOSダイヤル
（24時間・365日対応）

0120-189-783
（通話料無料）

0120-0-78310
（通話料無料）

0120-007-110
（通話料無料）

とくしまこども
ステーション

● こどもの権利や居場所については、徳島県のサイトでもご確認いただけます。



小松島市こども計画

編集・発行 小松島市　保健福祉部　こども家庭センター

〒773-0001 小松島市小松島町字新港 9 番 10 号

電話：0885-38-7100


